
 

 
 

• 背景：最近の研究では、幼児期の湿疹が食物アレルギーの発

症に重要であることが示唆されているが、湿疹の発症のタイ

ミングの重要性は完全には明らかにはされていない。 

• 目的：この研究は、前向き出生コホート研究において、湿疹

の発症のタイミングと食物アレルギー発症との関連を特定す

ることを目的とした。 

• 方法：データは、現在日本で進行中の病院ベースの出生コホ

ート研究である東京小児の健康、病気および発達（T-CHIW）

研究から得られた。合計 1550人の女性から生まれたベビー

をリクルートした。ベビーの転帰データは、6か月、1、3歳

で記入されたアンケートから収集された。湿疹の発症のタイ

ミングと食物アレルギーの発症との関連は、ロジスティック

回帰分析によって推定された。すべての分析は、両側 5％の

有意水準の SPSSソフトウェアを使用して実行された。 

• 結果：生後 1年の湿疹は、多変量解析における重要な危険因

子であった（OR 3.90、95％CI 2.34-6.52、p <0.001）。各年



齢（月別）の層別解析では、出生後最初の 1〜2か月以内に

湿疹が発症した乳児は、3歳で食物アレルギーのリスクが最

も高かった（aOR 6.61、95％CI3.27-13.34。p<0.001）。 

• 結論：湿疹が早期に発症した乳児（特に出生後

最初の 1〜4か月以内）は、3歳で食物アレル
ギーを発症するリスクが高かった。著者たちの調

査結果は、湿疹の発症のタイミングを潜在的な危険因子とし

てよりよく理解し、食物アレルギーを警戒する必要があるか

もしれない。 
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